平成1６年度　第１回　アナログ２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　メモリダイヤル電話機等の概要について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　(4点)
　　A　直前にダイヤルした電話番号が自動的に記憶され、次の発信の際、その電話番号をワンタッチのボタン操作で送出できる機能は、ダイレクトインダイヤル機能といわれる。

　　B　スピーカボタンの押下により、送受話器を上げずにダイヤルできる機能は、プリセットダイヤル機能といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　自動平衡形防側音回路では、線路インピーダンスのばらつきに対応するため、防側音回路に複数の（　イ　）を備え、側音が最小となるように自動的に選択している。　　　　　　　　　　(4点)
	　①　平衡回路網　　②　フィルタ　　③　同調回路　　④　バリスタ


　(3)　小電力形コードレス電話機はその送信周波数として、接続装置（親機）側は380メガヘルツ帯を使用し、電話機（子機）側は、（　ウ　）メガヘルツ帯を使用しており、キャリアセンス機能を備えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　100　　②　150　　③　250　　④　550　　⑤　800


(4)　コードレス電話機の機能について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　(4点)
　　A　小電力形コードレス電話機では、着信時に接続装置（親機）と電話機（子機）間の無線回線の設定が終了すると、接続装置（親機）は発信音を送出した後、電話機（子機）からのオンフック信号を待ち受ける。

　　B　小電力形コードレス電話機では、電話機（子機）が終話により送受話器をオンフックすると、電話機（子機）から通話チャネルを介して、接続装置（親機）に対して電気通信回線の切断を指示する信号が送出され、接続装置（親機）は直流回路を開く。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(5)　留守番電話機には、遠隔操作の際、あらかじめ設定されている呼出音回数で応答しないときは、前回の用件確認以降、新たに用件録音がされていないかなど、呼出音の回数で用件録音の有無をしることができる（　オ　）機能を有するものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　自動通報　　　　　　②　保留音　　　③　着信モニタ

　④　テレコントロール　　⑤　トールセーバ


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1は、電子式ボタン電話装置の停電自動切替装置のブロック図を示したものである。図において、停電自動切替装置は、停電及び停電復旧に備え、（　ア　）及び停電用電話機それぞれの通話電流を監視する機能を持っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　終　話　　②　制御線　　③　内　線　　④　外　線　　⑤　受　話
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(2)　大規模な電子式ボタン電話装置では、一般に、即時性を必要とする処理を（　イ　）順位により幾つかに区分し、その区分に従って処理する方式を採っている。　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　ふくそう度合　　②　所要時間　　③　到　着　　④　優　先


(3)　電子式ボタン電話装置の発着信の衝突防止回路において、ホトカプラに直列に接続されている（　ウ　）は、外線の対地電圧が変動した場合における着信の誤検出を防止している。　　(4点)
	　①　抵　抗　　　②　リードスイッチ　　③　ツェナーダイオード

　④　バリスタ　　⑤　ブリッジ回路


(4)　電子式ボタン電話装置の機能概要について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　(4点)
　　A　電子式ボタン電話装置に収容している外線のうち、特定の一つの外線を特定の1台の電話機によってのみ使用できる機能は、プライベートライン機能といわれる。

　　B　電子式ボタン電話装置の特定の一つの内線を特定の2台の電話機だけの内線相互通話に使用でき、ボタン一つで相手電話機を呼び出すことができる機能は、ホットライン機能といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(5)　図－2に示す電子式ボタン電話装置の外線ユニットの各回路ブロックの主な役割について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
A　図中のVは、着信検出回路といわれ、外線からの呼出信号を検出し、図中のUへ着信情報を送出する。

　　B　図中のWは、DPセンダといわれ、DP回線の場合は、この回路からDP信号を送出する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図に示す同期式変調装置において、（　ア　）は、電気通信回線で生ずる減衰ひずみ、群遅延ひずみ等を補償する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　減衰器　　　　　　　③　前置イコライザ　　③　キャリア検出回路

　④　自動利得調整回路　　⑤　信号処理回路
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(2)　マイクロプロセッサを組み込み。網制御機能を持たせた電話交換網接続用の変復調装置では、発信時の電話番号や制御信号を、相互接続回路SDを通じて（　イ　）形式でデータ端末装置から受けることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　並列運転　　②　PB信号　　③　起呼応答　　④　コマンド　　⑤　書式制御


　(3)　エラー訂正プロトコルとして、変復調装置に広く用いられている代表的な手順には、ITU－T勧告V.42で規定される（　ウ　）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ベーシック　　②　LAPD　　③　DSU　　④　LAPM　　⑤　ATコマンド


(4)　ファクシミリ呼のグループ3形機（G3形機）の多くは、冗長性を抑制するため、1次元符号化方式と併用して（　エ　）符号化方式といわれる2次元符号化形式を用いて、伝送時間を短縮している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　MR　　②　PSK　　③　AMI　　④　QAM　　⑤　MH


　(5)　 ファクシミリのプロトコルを規定しているITU－T勧告T.30では、グループ3形機（G3形機）の伝送制御手順をA～Eの五つのフェーズに分けている。このうち、フェーズBでは、受信側でメッセージの受信準備ができたことを示す（　オ　）信号を、送信側に送出する。　　　　　 (4点)
	　①　EOP　　②　RR　　③　CFR　　④　RNR


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　電子式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち（　ア　）機能の試験では、内線電話機Aが他の内線又は外線と通話中に、内線電話機Bより内線電話機Aへ内線発信を行い、機能ボタン若しくは特番をダイヤルすることにより三者が通話できることを確認する。　　(4点)
	　①　回線再補足　　②　コールピックアップ　　③　内線キャンプオン

　④　ページング　　⑤　通話割込み


　(2)　保安装置に使用する3極避雷管について述べた次の記述のうち誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　端末設備がIC等の半導体電子部品を使用している場合に適した避雷器である。

　①　L1、L2線の電極間では同時に放電が行われるが、L1、L2線間には炭素避雷器と同様に電位差が生じやすい。

　③　管内に低圧のアルゴンなどの不活性ガスが封入されている。

　④　セラミック製の管内にL1,L2線の電極を対向させ、その中間にアース電極を挟んだ構造である。


(3)　屋内線を家屋の壁などを貫通させる箇所で用いられる硬質ビニル管の両極には、屋内線に損傷を与えないように、一般に、（　ウ　）を取り付ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　つ　ば　　　　②　フリーレット　　③　ワイヤプロテクタ

　④　エフモール　　⑤　テレフレキ


(4)　断線故障などの測定について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　(4点)
　　A　屋内線が断線している場合、保安器にて外線を取り外し、L1端子とL2端子にトランジスタ形絶縁抵抗計を接続して抵抗値を測定すると、指針は抵抗値ゼロを示す。ただし、屋内線の地絡及び短絡はないものとする。

　　B　ボタン電話装置の設置工事で屋内線の断線、混線、絶縁不良などの故障判定には、回路計が一般に用いられるが、この場合、電話機の取付け前に測定する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　雷サージについて述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　誘導雷サージは、架空ケーブルの場合にのみ発生する現象ではなく、ケーブルが地下管路に収容されている場合にも発生する。 

　　B　PTCサーミスタを使用した保安装置では、PTCサーミスタが通信線と大地との間に挿入されており、通信線を通して雷サージなどの異常電圧が加わった場合にその抵抗値が急激に減少して放電し、端末設備を保護した後、自己復旧する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ある会社のPBXにおいて、外線発信通話のため発信専用の出回線が7回線設定されている。外線発信通話回数が1時間当たり78回、1通話あたりの平均保留時間が2分30秒であるとき、このPBXの外線発信通話における呼損率は、表－1を用いて算出すると、（　ア　）となる。　　(4点)
	　①　0.01　　②　0.02　　③　0.03　　④　0.05　　⑤　0.10
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(2)　あるビジネスホンの1日の発着信呼数がCo呼、最繁時における発着信呼数がC呼である場合の最繁時集中率は、（　イ　）パーセントである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　
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(3)　ある回線群について、使用中の回線数を5分ごとに1時間にわたって調査したところ、表－2に示す結果が得られた。この回線群の回線数が（　ウ　）回線のとき、回線の平均使用率は40％である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　4　　②　10　　③　25　　④　33　　⑤　48
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(4)　ある回線群において、T時間内に発生した呼の延べ保留時間は、T時間中の（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　平均待ち時間　　②　トラヒック量　　③　平均保留時間

　④　同時接続数　　　⑤　呼　量　　　　　⑥　平均呼数


(5)　即時式完全線群において、出回線がすべて話中になったときに入回線に発生した呼は、（　オ　）呼となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　損　失　　②　完　了　　③　救　済　　④　待ち合わせ　　⑤　保　留


解答

第１問（ア）④　（イ）①　（ウ）③　（エ）②　（オ）⑤

第２問（ア）④　（イ）④　（ウ）③　（エ）③　（オ）①

第３問（ア）②　（イ）④　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第４問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）①　（エ）②　（オ）①

第５問（ア）③　（イ）④　（ウ）③　（エ）②　（オ）①
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